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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１

お探しの資料が県立図書館にない場合，全国の図書館から所蔵している図書館を探して，そこか

ら取り寄せて利用することができます。その際は，次のような点に御注意ください。（相手館の事

情により借りられない場合もあります。）

貸 出 館 県立奄美図書館
県内の図書館

県外の図書館 国立国会図書館
(鹿児島市立図書館を除く)

郵 送 料 無 料 無 料 利用者負担 利用者負担

※送付条件によっては有料 （往復） （片道分）

利用方法 館外貸出可 館内閲覧のみ 館内閲覧のみ 館内閲覧のみ

閲覧期間 館外貸出後 郵送期間を含めて３０日間 郵送期間を含めて

３週間 ※図書館により若干異なる場合があります。 ３０日間

※ 県立図書館ホームページの横断検索では，県内95の公共図書館（室）や大学等附属図書館の

所蔵状況を調べることができます。

※ 分からない点は，カウンターにお尋ねください。

ホットの２

このリストは，県立図書館が昭和50年から毎年「こどもの本－児童図書モデル

リスト－」として家庭や学校，公立図書館（室）等で，子どもの本を選択する

際，参考にしていただくことを目的に作成しています。

今回は，平成26年１月から12月までに県立図書館で受け入れた児童図書の中か

ら選定し作成しました。選書の際の参考になさってください。

３月22日（日）から児童文化室においてミニ展示も行います。また，県立図書

館ホームページからも御覧いただけます。

《一般書》３月１３日（金） 《児童書》３月２２日（日）

○『イプシロン､宇宙に飛びたつ』森田泰弘/著 宝島社

○『天晴れ!ニッポン山風景』

隔月刊『風景写真』編集部/編 風景写真出版

○『牛乳ﾊﾟｯｸでつくるおしゃれなおうち小物』ﾌﾞﾃｨｯｸ社

○『図書館奇譚』 村上春樹/著 新潮社

○『アンブラッセ』 阿刀田高/著 文藝春秋

○「ドムくんとなぞなぞおてがみ」はせがわさとみ/作 BL出版

○「あわふきむし」 藤丸篤夫/しゃしん 有沢重雄/ぶん

そうえん社

○「北風のわすれたハンカチ」 安房直子/作 偕成社

○「高崎山のベンツ」 江口絵理/著 ポプラ社

○「ロボットは東大に入れるか」 新井紀子/著 イースト・プレス
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● 児童文化室ミニ展示 ３月22日(日)～４月22日(水)

「決定！平成27年こどもの本児童図書モデルリスト」

● 一般閲覧室ミニ展示 ４月１日（水）～４月30日（木）

「新しいことにチャレンジ～楽しみを広げ

る本～」

これまでとは違う何かに挑戦！そんな気持ちを後押

しする趣味や娯楽，ＤＩＹなどに関する本を紹介しま

す。

● 「子ども読書の日」フェスティバルおはなしのじかん

スペシャル ４月26日（日）午後２時15分～大研修室

大型絵本，大型紙芝居，指遊び など

※ 当日午後２時から「毎月23日は子どもといっしょ

に読書の日」ポスター原画コンクール表彰式も行い

ます。どなたも気軽にお越しください。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

*ヒント* ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（３月31日，４月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（３月22日）。

ぶんぶんぶん とんでくるよ。

絵本『ロージーのおさんぽ』(パット・
え ほん

ハッチンス/さく・わたなべしげお/やく)から
のクイズです。

おさんぽにでかけた，めんどり
のロージー。おさんぽのさいごに
とおったのは，なんの「すばこ」
のしただったでしょうか。

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，４月12日（日）までに入れてください。正解者
はこ がつ にち い せいかいしや

のなかから 抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを差し上
ちゆうせん にん さ あ

げます。

前回の答えは「たこ」でした。たくさんのご応募ありがと
ぜんかい こた おう ぼ

うございました。

児童文化室には，たくさんの子どもたちが訪れ

て，本を読んだり，借りたりしています。

そんな子どもたちの様子から…。

小さなお子さんは，お父さん・お母さんに読み聞

かせをしてもらいながら，きらきら目を輝かせて本

に見入っている様子が見られます。文字を覚えたば

かりのお子さんは，小さな声に出しながら一生懸命

自分で読んでいる様子が見られます。黙読できるお

子さんは，静かに読んでいるのですが，面白い場面

にくると表情が緩み，笑いをこらえながら読んでい

る様子が見られます。

本を読んでいるお子さんたちに共通して言えるこ

とは，みんな本が好きで，本を楽しんでいるという

ことです。児童文化室ではほほえましい姿が見られ

るので，こちらまで心がほんわか温かくなります。

今回紹介をしていただいた宝本は，ふくだすぐる作・絵の『りんごがひとつ』（岩崎書店）です。
「りんごがひとつ」は，子どもたちによく読んだ本です。落ちていたひとつのりんごを，たくさんの

動物たちがおなかをすかせてねらっている中，一匹の猿が取って逃げて行った・・・。そこから始ま

りました。逃げる猿を追いかける動物たち・・・。猿を崖まで追いつめて，口々に猿をおどかして猿

はこわくなって崖から飛び降りるふりをしたりと，そんな取引をしていたら，腕から赤ちゃんが・・・。

赤ちゃんにりんごを食べさせようと思っていたお母さん猿。

お母さんは，あなたたちを大切にしてるんだよと絵本を通して子どもたちに伝えることができまし

た。久々に，親子で読んでほのぼのとした気持ちになりました。


